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新体制が始動！ 
よろしくお願いします！新しい議員です！ 
一　般　質　問 

本町の学校給食の現状は 
禁煙と健康改善をするために 
交差点に右折帯設置を 
補聴器購入助成制度導入を 

政務活動費実績報告・議長交際費の使いみち 
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会議録が閲覧できます 
https://www.town.oguchi.lg.jp

/2741.htm

9月定例会予定 
9月 1日（金） 開会・提案説明 
9月 6日（水） 一般質問 
9月 7日（木） 一般質問 
9月11日（月） 議案質疑 
9月12日（火） 議案質疑・委員会付託 
9月14日（木） 文教福祉常任委員会 
9月19日（火） 総務建設常任委員会 
9月25日（月） 討論・採決・閉会 
※日程は、変更になる場合があります。 
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大口町議会 
ホームページ 
大口町議会 

ホームページ 

　令和5年5月20日に、町制60周年を記念して作られた役場

南ひろばで行われました芝張りの模様です。芝を中央約

3,000平方メートルに、保育園児と保護者の皆様と一緒に張

りました。緑あふれる芝生でのびのびと遊んでいただきたい

と思います。 

表紙写真の説明概要 

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
な
ど
を

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。 

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
な
ど
を

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。 

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

寄
付
行
為
の
禁
止 

 

寄
付
行
為
の
禁
止 

 

まちかどインタビュー まちかどインタビュー 
　まちかどインタビューでは、毎号大口町民のみなさまから「これからの大口町に期待すること」に
ついて一言を書いていただき、その思い（または理由）を伺います。その内容については、住民の声
として今後の議会活動の参考にいたします。 

　若い子たちの技術教育支援の充実を、働き始
めた社員への給与支援をして欲しい。若い子た
ちが大口町で働き続けたいと思えるようにして
欲しい。 

（大塚さん　秋田区） 

　小学生・中学生の通学路の安全な環境を整え
て欲しい。子どもたちがのびのびと成長できる
ように、行政・学校・保護者が協働できる大口
町を目指して欲しい。 
（服部さん、日高さん、高木さん　北小学校PTA） 

～大口町に期待することは？～ 

【表紙写真】役場南ひろばに芝張りをしました！ 【表紙写真】役場南ひろばに芝張りをしました！ 
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議長　江 口 昌 史（3期目） 

副議長　大 竹 伸 一（3期目） 

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
平
素

か
ら
町
議
会
に
対
し
ま
し
て
、

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
 

　
こ
の
た
び
、
5
月
開
催
の

臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議

員
各
位
の
ご
推
挙
を
賜
り
、

議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
誠

に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、

そ
の
責
務
の
重
大
さ
を
痛
感

し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
さ
て
、
3
年
以
上
に
及
ぶ

コ
ロ
ナ
禍
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
5
類
感
染
症
へ
の
移
行
に

よ
り
、
正
常
化
に
向
け
て
、

大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。
 

　
し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と

し
て
続
く
原
油
価
格
・
物
価

高
騰
は
、
町
民
生
活
や
企
業

活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
お
り
、
こ
の
ほ
か
に
も
、

少
子
高
齢
化
を
は
じ
め
、
地

域
防
災
の
向
上
や
テ
ジ
タ
ル

化
へ
の
対
応
な
ど
の
課
題
が

山
積
し
て
お
り
、
議
会
が
果

た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
役

割
は
益
々
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
。
 

　
こ
う
し
た
な
か
、
議
会
と

し
ま
し
て
は
、
町
の
施
策
を

し
っ
か
り
と
監
視
・
評
価
す

る
だ
け
で
な
く
、
議
会
自
ら

が
政
策
立
案
等
に
係
る
機
能

を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
で
、

町
民
の
皆
様
が
安
心
・
安
全

で
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
の

実
現
に
、
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
る
所
存
で
す
。
 

　
ま
た
、
議
会
運
営
に
つ
き

ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
町
民
へ
の
情
報
発
信
に
努

め
、
透
明
性
の
高
い
「
開
か

れ
た
議
会
」、「
町
民
の
皆
様

に
親
し
ま
れ
る
議
会
」
を
目

指
す
と
と
も
に
、
私
ど
も
の

最
高
規
範
で
あ
り
ま
す
「
議

会
基
本
条
例
」
の
理
念
に
基

づ
き
、
町
民
目
線
、
町
民
感

覚
に
則
っ
た
議
会
改
革
の
推

進
に
も
誠
心
誠
意
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
 

　
5
月
か
ら
大
口
町
議
会
は

新
人
議
員
8
名
を
迎
え
、
新

た
な
体
制
で
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
町

議
会
に
課
せ
ら
れ
た
役
割
と

責
任
を
し
っ
か
り
果
た
し
、

町
民
の
皆
様
の
付
託
に
応
え

る
べ
く
、
公
正
・
公
平
な
議

会
運
営
に
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一

層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
 

　
5
月
に
大
口
町
議
会
の
副

議
長
の
大
任
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
こ
と
に
、
責
任
の
重

さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま

す
と
と
も
に
、
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
諸
先
輩
方
が
築
か
れ
て
こ

ら
れ
た
、
歴
史
に
き
ざ
ま
れ

た
道
を
受
け
継
ぎ
、
議
長
の

補
佐
を
粉
骨
砕
身
に
全
力
を

そ
そ
ぎ
、
皆
様
の
想
い
を
お

聞
き
し
、
住
民
福
祉
の
向
上

に
浅
学
菲
才
の
身
で
は
あ
り

ま
す
が
、
専
心
に
努
力
い
た

す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
皆
様
方
に
は
今
後
と
も
よ

り
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、
副
議
長
就
任
の
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
 

　
5
月
12
日
、
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
後
の
初
議
会
を
開
催

し
、
議
長
、
副
議
長
を
選
ぶ
と
と
も
に
、
各
委
員
会
等
の
構

成
員
、
議
会
選
出
監
査
委
員
、
一
部
事
務
組
合
等
議
員
を
決

定
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
ほ
か
、
町
提
出
の
1
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
 

新
体
制
が
始
動
！
 

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
 

委員長 齊木 一三 丹羽　勉 

議
会
運
営
委
員
会
 

委
員
　
6
人
 

　
議
会
運
営
や
議
長
の
諮
問

に
関
す
る
事
項
を
協
議
し
ま

す
。
 

副
委
員
長
　
江
幡
満
世
志
 

委
　
　
員
 

佐
名
か
よ
子
・
仙
田
王
一
 

鈴
木
和
江
・
大
竹
伸
一
 

   監
査
委
員（
議
会
選
出
） 

　
適
切
な
行
財
政
運
営
が
行

わ
れ
て
い
る
か
定
期
的
に
監

査
し
ま
す
。
 

 

各
種
委
員
会
委
員
 

 地
域
交
通
推
進
会
議
（
2
人
） 

松
本
佳
子
・
藤
田
敏
英
 

 保
育
所
運
営
委
員
会
（
3
人
） 

酒
井
一
平
 

飯
田
正
志
・
社
本
與
七
 

 国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
 

（
3
人
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名
か
よ
子
・
飯
田
正
志
 

仙
田
王
一
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市
計
画
審
議
会
（
5
人
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山
闢
卓
美
・
宮
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基
英
 

江
幡
満
世
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・
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田
敏
英
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木
和
江
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給
食
セ
ン
タ
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運
営
委
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2
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酒
井
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・
齊
木
一
三
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少
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問
題
協
議
会
（
1
人
） 

松
本
佳
子
 

 

一
部
事
務
組
合
等
議
員
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羽
広
域
事
務
組
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（
5
人
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丹
羽
　
勉
・
佐
名
か
よ
子
 

山
闢
卓
美
・
飯
田
正
志
 

仙
田
王
一
 

 江
南
丹
羽
環
境
管
理
組
合
 

（
3
人
） 

大
竹
伸
一
・
鈴
木
和
江
 

藤
田
敏
英
 

 愛
北
広
域
事
務
組
合
（
3
人
） 

齊
木
一
三
・
社
本
與
七
 

松
本
佳
子
 

 尾
張
北
部
環
境
組
合
（
3
人
） 

江
幡
満
世
志
・
齊
木
一
三
 

宮
川
基
英
 

 尾
張
水
害
予
防
組
合
（
1
人
） 

酒
井
一
平
 

 

総務建設常任委員会 

委員　8人 
総務部・地域協働部・まちづくり部・建設部・会
計室等の所管事項の調査、条例・予算などの審査
をします。 

副委員長 鈴木和江 委員長 江幡満世志 

山闢卓美 宮川基英 松本佳子 

丹羽　勉 藤田敏英 江口昌史 

文教福祉常任委員会 

委員　8人 
健康福祉部・生涯教育部の所管事項の調査、条例・
予算などの審査をします。 

副委員長 飯田正志 委員長 佐名かよ子 

酒井一平 社本與七 仙田王一 

江口昌史 大竹伸一 齊木一三 
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副議長　大 竹 伸 一（3期目） 

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
平
素

か
ら
町
議
会
に
対
し
ま
し
て
、

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
 

　
こ
の
た
び
、
5
月
開
催
の

臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議

員
各
位
の
ご
推
挙
を
賜
り
、

議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
誠

に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、

そ
の
責
務
の
重
大
さ
を
痛
感

し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
さ
て
、
3
年
以
上
に
及
ぶ

コ
ロ
ナ
禍
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
5
類
感
染
症
へ
の
移
行
に

よ
り
、
正
常
化
に
向
け
て
、

大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。
 

　
し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と

し
て
続
く
原
油
価
格
・
物
価

高
騰
は
、
町
民
生
活
や
企
業

活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
お
り
、
こ
の
ほ
か
に
も
、

少
子
高
齢
化
を
は
じ
め
、
地

域
防
災
の
向
上
や
テ
ジ
タ
ル

化
へ
の
対
応
な
ど
の
課
題
が

山
積
し
て
お
り
、
議
会
が
果

た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
役

割
は
益
々
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
。
 

　
こ
う
し
た
な
か
、
議
会
と

し
ま
し
て
は
、
町
の
施
策
を

し
っ
か
り
と
監
視
・
評
価
す

る
だ
け
で
な
く
、
議
会
自
ら

が
政
策
立
案
等
に
係
る
機
能

を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
で
、

町
民
の
皆
様
が
安
心
・
安
全

で
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
の

実
現
に
、
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
る
所
存
で
す
。
 

　
ま
た
、
議
会
運
営
に
つ
き

ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
町
民
へ
の
情
報
発
信
に
努

め
、
透
明
性
の
高
い
「
開
か

れ
た
議
会
」、「
町
民
の
皆
様

に
親
し
ま
れ
る
議
会
」
を
目

指
す
と
と
も
に
、
私
ど
も
の

最
高
規
範
で
あ
り
ま
す
「
議

会
基
本
条
例
」
の
理
念
に
基

づ
き
、
町
民
目
線
、
町
民
感

覚
に
則
っ
た
議
会
改
革
の
推

進
に
も
誠
心
誠
意
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
 

　
5
月
か
ら
大
口
町
議
会
は

新
人
議
員
8
名
を
迎
え
、
新

た
な
体
制
で
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
町

議
会
に
課
せ
ら
れ
た
役
割
と

責
任
を
し
っ
か
り
果
た
し
、

町
民
の
皆
様
の
付
託
に
応
え

る
べ
く
、
公
正
・
公
平
な
議

会
運
営
に
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一

層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
 

　
5
月
に
大
口
町
議
会
の
副

議
長
の
大
任
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
こ
と
に
、
責
任
の
重

さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま

す
と
と
も
に
、
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
諸
先
輩
方
が
築
か
れ
て
こ

ら
れ
た
、
歴
史
に
き
ざ
ま
れ

た
道
を
受
け
継
ぎ
、
議
長
の

補
佐
を
粉
骨
砕
身
に
全
力
を

そ
そ
ぎ
、
皆
様
の
想
い
を
お

聞
き
し
、
住
民
福
祉
の
向
上

に
浅
学
菲
才
の
身
で
は
あ
り

ま
す
が
、
専
心
に
努
力
い
た

す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
皆
様
方
に
は
今
後
と
も
よ

り
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、
副
議
長
就
任
の
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
 

　
5
月
12
日
、
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
後
の
初
議
会
を
開
催

し
、
議
長
、
副
議
長
を
選
ぶ
と
と
も
に
、
各
委
員
会
等
の
構

成
員
、
議
会
選
出
監
査
委
員
、
一
部
事
務
組
合
等
議
員
を
決

定
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
ほ
か
、
町
提
出
の
1
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
 

新
体
制
が
始
動
！
 

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
 

委員長 齊木 一三 丹羽　勉 

議
会
運
営
委
員
会
 

委
員
　
6
人
 

　
議
会
運
営
や
議
長
の
諮
問

に
関
す
る
事
項
を
協
議
し
ま

す
。
 

副
委
員
長
　
江
幡
満
世
志
 

委
　
　
員
 

佐
名
か
よ
子
・
仙
田
王
一
 

鈴
木
和
江
・
大
竹
伸
一
 

   監
査
委
員（
議
会
選
出
） 

　
適
切
な
行
財
政
運
営
が
行

わ
れ
て
い
る
か
定
期
的
に
監

査
し
ま
す
。
 

 

各
種
委
員
会
委
員
 

 地
域
交
通
推
進
会
議
（
2
人
） 

松
本
佳
子
・
藤
田
敏
英
 

 保
育
所
運
営
委
員
会
（
3
人
） 

酒
井
一
平
 

飯
田
正
志
・
社
本
與
七
 

 国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
 

（
3
人
） 

佐
名
か
よ
子
・
飯
田
正
志
 

仙
田
王
一
 

 都
市
計
画
審
議
会
（
5
人
） 

山
闢
卓
美
・
宮
川
基
英
 

江
幡
満
世
志
・
藤
田
敏
英
 

鈴
木
和
江
 

 学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
 

運
営
委
員
会
（
2
人
） 

酒
井
一
平
・
齊
木
一
三
 

 青
少
年
問
題
協
議
会
（
1
人
） 

松
本
佳
子
 

 

一
部
事
務
組
合
等
議
員
 

 丹
羽
広
域
事
務
組
合
（
5
人
） 

丹
羽
　
勉
・
佐
名
か
よ
子
 

山
闢
卓
美
・
飯
田
正
志
 

仙
田
王
一
 

 江
南
丹
羽
環
境
管
理
組
合
 

（
3
人
） 

大
竹
伸
一
・
鈴
木
和
江
 

藤
田
敏
英
 

 愛
北
広
域
事
務
組
合
（
3
人
） 

齊
木
一
三
・
社
本
與
七
 

松
本
佳
子
 

 尾
張
北
部
環
境
組
合
（
3
人
） 

江
幡
満
世
志
・
齊
木
一
三
 

宮
川
基
英
 

 尾
張
水
害
予
防
組
合
（
1
人
） 

酒
井
一
平
 

 

総務建設常任委員会 

委員　8人 
総務部・地域協働部・まちづくり部・建設部・会
計室等の所管事項の調査、条例・予算などの審査
をします。 

副委員長 鈴木和江 委員長 江幡満世志 

山闢卓美 宮川基英 松本佳子 

丹羽　勉 藤田敏英 江口昌史 

文教福祉常任委員会 

委員　8人 
健康福祉部・生涯教育部の所管事項の調査、条例・
予算などの審査をします。 

副委員長 飯田正志 委員長 佐名かよ子 

酒井一平 社本與七 仙田王一 

江口昌史 大竹伸一 齊木一三 
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5期目 
81歳 

せんだ きみかず 議席番号⑩ 
初当選 
63歳 

ふじた としひで 議席番号⑪ 
初当選 
77歳 

すずき かずえ 議席番号⑫ 
2期目 
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さいき いちぞう 議席番号⑮ 
6期目 
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3期目 
67歳 

※年齢は令和5年5月1日を基準としています。 
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問 □ 

答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 答 □ 問 □ 

答 □ 

5月臨時会の概要 
5月臨時会を5月12日に1日の会期で開催しました。 
○町提出（議案1件、同意1件） 
　【全会一致で可決】大口町一般会計補正予算（第1号） 

6月定例会の概要 
6月定例会を6月2日から6月21日までの20日間の会期で開催しました。 
○町提出（議案18件、諮問1件、同意11件） 
　【全会一致で可決】大口町一般会計補正予算（第2号）ほか（17件） 
○一般質問　4人の議員が町政全般にわたり質問しました。【関連記事9～13ページ】 
○請願　2件の請願を審議しました。【不採択】2件 
○陳情　2件の陳情を審議しました。【不採択】1件　【聞き置く】1件 
※賛否の分かれた議案の詳細については8ページをご覧ください。 

町
道
整
備
の
土
地
先
行

取
得
の
た
め
、
一
般
会
計
か

ら
繰
り
入
れ
を
行
う
も
の
と

理
解
し
て
い
る
。
 

　
予
算
額
か
ら
す
る
と
基
金

の
現
金
が
枯
渇
す
る
と
思
わ

れ
る
が
、
基
金
と
し
て
現
金

が
ゼ
ロ
の
貸
付
金
の
み
と
な

る
た
め
、
今
後
を
見
据
え
て
、

あ
る
程
度
の
現
金
を
も
っ
て

お
く
考
え
は
な
い
か
。
 

　
併
せ
て
貸
付
金
に
つ
い
て
、

そ
の
内
容
の
ご
説
明
を
頂
き

た
い
。
 

 

今
後
も
必
要
な
時
に
必

要
な
額
を
上
乗
せ
し
て
備
え

る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
 

　
ま
た
、
土
地
開
発
基
金
と

し
て
は
、
土
地
を
取
得
す
る

た
め
の
現
金
と
、
土
地
と
し

て
取
得
し
て
基
金
に
残
っ
て

い
る
貸
付
金
が
あ
る
。
 

町
道
内
津
々
線
の
整
備
に
あ
た
り
、
土
地
開
発
基
金
か
ら

の
借
入
金
が
、
基
金
の
現
金
残
高
を
超
え
る
た
め
、
先
行

取
得
の
た
め
の
不
足
額
を
、
一
般
会
計
か
ら
土
地
開
発
基

金
に
繰
り
入
れ
て
、
基
金
総
額
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。
 

中
小
事
業
者
等
が
生
産

性
向
上
と
賃
上
げ
の
促
進
を

目
的
と
し
た
先
端
設
備
等
導

入
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の

減
額
特
例
措
置
に
つ
い
て
説

明
を
頂
き
た
い
。
 

　
加
え
て
、
賃
上
げ
目
標
1
・

5
%
以
上
の
事
業
計
画
は
そ

の
実
行
に
つ
い
て
確
認
は
行

う
の
か
。
 

 内
容
と
し
て
は
、
ま
ず

先
端
設
備
の
導
入
計
画
に
基

づ
き
、
令
和
5
年
4
月
1
日

か
ら
令
和
7
年
3
月
31
日
ま

で
に
、
従
前
の
処
理
に
比
べ

て
3
%
以
上
大
量
の
情
報
処

理
を
可
能
と
す
る
技
術
や
、

そ
の
他
の
先
端
的
な
技
術
を

活
用
し
た
施
設
、
設
備
機
械
、

装
置
ま
た
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

導
入
し
た
場
合
、
固
定
資
産

税
を
当
初
の
3
年
間
に
限
り

1
／
2
に
す
る
。
 

　
次
に
、
賃
上
げ
目
標
1
・

5
%
以
上
の
従
業
員
の
賃
上

げ
に
関
し
て
は
、
導
入
し
た

先
端
設
備
導
入
計
画
を
作
成

し
、
前
述
の
設
備
導
入
を
し

た
場
合
、
最
初
の
5
年
間
の

固
定
資
産
税
を
1
／
3
に
す

る
。
た
だ
し
、
令
和
3
年
度

中
に
取
得
に
つ
い
て
は
最
初

の
4
年
間
と
す
る
。
 

　
な
お
、
賃
上
げ
に
関
し
て

は
計
画
段
階
で
よ
く
、
実
際

に
1
・
5
%
以
上
引
き
上
げ

の
確
認
を
す
る
こ
と
は
な
い
。
 

生
産
性
向
上
に
資
す
る
機
械
・
装
置
等
の
償
却
資
産
を
取
得

し
た
場
合
に
、
最
初
の
3
年
間
の
固
定
資
産
税
を
、
1
／
2

に
減
額
す
る
特
例
措
置
を
導
入
す
る
も
の
で
す
。
 

電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
は
、

条
件
付
き
で
歩
道
を
走
行
で

き
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の

よ
う
な
条
件
か
。
 

 

特
定
小
型
電
動
機
付
自

転
車
、
い
わ
ゆ
る
「
電
動
キ

ッ
ク
ボ
ー
ド
」
は
原
則
、
車

道
・
路
側
帯
・
自
転
車
レ
ー

ン
で
の
利
用
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
が
、
時
速
6
㎞
以

下
で
あ
れ
ば
歩
道
で
の
走
行

が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
 

　
な
お
、
時
速
6
㎞
と
は
、

シ
ル
バ
ー
カ
ー
と
ほ
ぼ
同
じ

速
度
で
あ
る
。
 

特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
、
い
わ
ゆ
る
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー

ド
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
税
額
を
2,
0
0
0

円
と
す
る
も
の
で
す
。
 

昨
今
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
シ
ス
テ
ム
障
害
に

よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
数
多
く
報

告
さ
れ
て
い
る
が
、
わ
が
町

で
も
そ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル

は
発
生
し
て
い
る
か
。
 

 大
口
町
に
お
い
て
は
、

町
の
総
合
住
民
情
報
シ
ス
テ

ム
及
び
、
住
民
記
録
・
印
鑑

登
録
証
等
の
コ
ン
ビ
ニ
連
携

シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
、
現
在

の
と
こ
ろ
シ
ス
テ
ム
ト
ラ
ブ

ル
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
 

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、
従
来
の
個
人
番
号

カ
ー
ド
に
加
え
、
移
動
端
末
機
を
使
用
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
か
ら
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。
 

森
林
環
境
税
は
1
人
、

年
1,
0
0
0
円
の
徴
収
で

一
旦
国
へ
納
付
と
な
る
。
そ

の
の
ち
、
都
道
府
県
や
市
町

村
へ
森
林
環
境
譲
与
税
と
し

て
交
付
さ
れ
る
が
、
交
付
さ

れ
た
額
の
う
ち
、
ど
れ
ほ
ど

の
比
率
が
譲
与
税
と
し
て
交

付
さ
れ
る
か
。
 

 

譲
与
税
の
譲
与
割
合
に

つ
い
て
は
、
国
に
森
林
環
境

税
で
集
ま
っ
た
税
額
に
対
し

て
、
市
町
村
が
90
%
、
都
道

府
県
が
10
%
と
い
う
割
合
で

配
分
さ
れ
る
。
配
分
の
割
合

に
は
3
つ
の
基
準
が
あ
り
、

森
林
の
割
合
が
50
%
、
林
業

従
事
者
数
の
割
合
が
20
%
、

人
口
の
割
合
が
30
%
で
あ
り
、

森
林
環
境
税
が
令
和
6
年
か

ら
6
0
0
億
円
ほ
ど
を
予
定

し
て
お
り
、
大
口
町
に
は
年

間
4
0
0
万
円
程
度
の
配
分

を
見
込
ん
で
い
る
。
 

国
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
の
達
成
、
災
害
防
止

を
目
的
に
、
森
林
整
備
等
に
必
要
な
地
方
財
源
を
安
定
的

に
確
保
す
る
た
め
、
令
和
6
年
度
か
ら
、
国
税
と
し
て
1

人
に
つ
き
年
額
1,
0
0
0
円
を
、
個
人
住
民
税
の
均
等
割

と
併
せ
て
徴
収
す
る
も
の
で
す
。
 

森林環境税とは… 
平成30（2018）年5月に成立した
森林経営管理法を踏まえ、パリ協
定の枠組みの下における我が国の
温室効果ガス排出削減目標の達成
や災害防止等を図るための森林整
備等に必要な地方財源を安定的に
確保する税制。 
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問 □ 

答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 答 □ 問 □ 

答 □ 

5月臨時会の概要 
5月臨時会を5月12日に1日の会期で開催しました。 
○町提出（議案1件、同意1件） 
　【全会一致で可決】大口町一般会計補正予算（第1号） 

6月定例会の概要 
6月定例会を6月2日から6月21日までの20日間の会期で開催しました。 
○町提出（議案18件、諮問1件、同意11件） 
　【全会一致で可決】大口町一般会計補正予算（第2号）ほか（17件） 
○一般質問　4人の議員が町政全般にわたり質問しました。【関連記事9～13ページ】 
○請願　2件の請願を審議しました。【不採択】2件 
○陳情　2件の陳情を審議しました。【不採択】1件　【聞き置く】1件 
※賛否の分かれた議案の詳細については8ページをご覧ください。 

町
道
整
備
の
土
地
先
行

取
得
の
た
め
、
一
般
会
計
か

ら
繰
り
入
れ
を
行
う
も
の
と

理
解
し
て
い
る
。
 

　
予
算
額
か
ら
す
る
と
基
金

の
現
金
が
枯
渇
す
る
と
思
わ

れ
る
が
、
基
金
と
し
て
現
金

が
ゼ
ロ
の
貸
付
金
の
み
と
な

る
た
め
、
今
後
を
見
据
え
て
、

あ
る
程
度
の
現
金
を
も
っ
て

お
く
考
え
は
な
い
か
。
 

　
併
せ
て
貸
付
金
に
つ
い
て
、

そ
の
内
容
の
ご
説
明
を
頂
き

た
い
。
 

 

今
後
も
必
要
な
時
に
必

要
な
額
を
上
乗
せ
し
て
備
え

る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
 

　
ま
た
、
土
地
開
発
基
金
と

し
て
は
、
土
地
を
取
得
す
る

た
め
の
現
金
と
、
土
地
と
し

て
取
得
し
て
基
金
に
残
っ
て

い
る
貸
付
金
が
あ
る
。
 

町
道
内
津
々
線
の
整
備
に
あ
た
り
、
土
地
開
発
基
金
か
ら

の
借
入
金
が
、
基
金
の
現
金
残
高
を
超
え
る
た
め
、
先
行

取
得
の
た
め
の
不
足
額
を
、
一
般
会
計
か
ら
土
地
開
発
基

金
に
繰
り
入
れ
て
、
基
金
総
額
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。
 

中
小
事
業
者
等
が
生
産

性
向
上
と
賃
上
げ
の
促
進
を

目
的
と
し
た
先
端
設
備
等
導

入
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の

減
額
特
例
措
置
に
つ
い
て
説

明
を
頂
き
た
い
。
 

　
加
え
て
、
賃
上
げ
目
標
1
・

5
%
以
上
の
事
業
計
画
は
そ

の
実
行
に
つ
い
て
確
認
は
行

う
の
か
。
 

 内
容
と
し
て
は
、
ま
ず

先
端
設
備
の
導
入
計
画
に
基

づ
き
、
令
和
5
年
4
月
1
日

か
ら
令
和
7
年
3
月
31
日
ま

で
に
、
従
前
の
処
理
に
比
べ

て
3
%
以
上
大
量
の
情
報
処

理
を
可
能
と
す
る
技
術
や
、

そ
の
他
の
先
端
的
な
技
術
を

活
用
し
た
施
設
、
設
備
機
械
、

装
置
ま
た
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

導
入
し
た
場
合
、
固
定
資
産

税
を
当
初
の
3
年
間
に
限
り

1
／
2
に
す
る
。
 

　
次
に
、
賃
上
げ
目
標
1
・

5
%
以
上
の
従
業
員
の
賃
上

げ
に
関
し
て
は
、
導
入
し
た

先
端
設
備
導
入
計
画
を
作
成

し
、
前
述
の
設
備
導
入
を
し

た
場
合
、
最
初
の
5
年
間
の

固
定
資
産
税
を
1
／
3
に
す

る
。
た
だ
し
、
令
和
3
年
度

中
に
取
得
に
つ
い
て
は
最
初

の
4
年
間
と
す
る
。
 

　
な
お
、
賃
上
げ
に
関
し
て

は
計
画
段
階
で
よ
く
、
実
際

に
1
・
5
%
以
上
引
き
上
げ

の
確
認
を
す
る
こ
と
は
な
い
。
 

生
産
性
向
上
に
資
す
る
機
械
・
装
置
等
の
償
却
資
産
を
取
得

し
た
場
合
に
、
最
初
の
3
年
間
の
固
定
資
産
税
を
、
1
／
2

に
減
額
す
る
特
例
措
置
を
導
入
す
る
も
の
で
す
。
 

電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
は
、

条
件
付
き
で
歩
道
を
走
行
で

き
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の

よ
う
な
条
件
か
。
 

 

特
定
小
型
電
動
機
付
自

転
車
、
い
わ
ゆ
る
「
電
動
キ

ッ
ク
ボ
ー
ド
」
は
原
則
、
車

道
・
路
側
帯
・
自
転
車
レ
ー

ン
で
の
利
用
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
が
、
時
速
6
㎞
以

下
で
あ
れ
ば
歩
道
で
の
走
行

が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
 

　
な
お
、
時
速
6
㎞
と
は
、

シ
ル
バ
ー
カ
ー
と
ほ
ぼ
同
じ

速
度
で
あ
る
。
 

特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
、
い
わ
ゆ
る
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー

ド
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
税
額
を
2,
0
0
0

円
と
す
る
も
の
で
す
。
 

昨
今
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
シ
ス
テ
ム
障
害
に

よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
数
多
く
報

告
さ
れ
て
い
る
が
、
わ
が
町

で
も
そ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル

は
発
生
し
て
い
る
か
。
 

 大
口
町
に
お
い
て
は
、

町
の
総
合
住
民
情
報
シ
ス
テ

ム
及
び
、
住
民
記
録
・
印
鑑

登
録
証
等
の
コ
ン
ビ
ニ
連
携

シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
、
現
在

の
と
こ
ろ
シ
ス
テ
ム
ト
ラ
ブ

ル
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
 

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、
従
来
の
個
人
番
号

カ
ー
ド
に
加
え
、
移
動
端
末
機
を
使
用
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
か
ら
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。
 

森
林
環
境
税
は
1
人
、

年
1,
0
0
0
円
の
徴
収
で

一
旦
国
へ
納
付
と
な
る
。
そ

の
の
ち
、
都
道
府
県
や
市
町

村
へ
森
林
環
境
譲
与
税
と
し

て
交
付
さ
れ
る
が
、
交
付
さ

れ
た
額
の
う
ち
、
ど
れ
ほ
ど

の
比
率
が
譲
与
税
と
し
て
交

付
さ
れ
る
か
。
 

 

譲
与
税
の
譲
与
割
合
に

つ
い
て
は
、
国
に
森
林
環
境

税
で
集
ま
っ
た
税
額
に
対
し

て
、
市
町
村
が
90
%
、
都
道

府
県
が
10
%
と
い
う
割
合
で

配
分
さ
れ
る
。
配
分
の
割
合

に
は
3
つ
の
基
準
が
あ
り
、

森
林
の
割
合
が
50
%
、
林
業

従
事
者
数
の
割
合
が
20
%
、

人
口
の
割
合
が
30
%
で
あ
り
、

森
林
環
境
税
が
令
和
6
年
か

ら
6
0
0
億
円
ほ
ど
を
予
定

し
て
お
り
、
大
口
町
に
は
年

間
4
0
0
万
円
程
度
の
配
分

を
見
込
ん
で
い
る
。
 

国
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
の
達
成
、
災
害
防
止

を
目
的
に
、
森
林
整
備
等
に
必
要
な
地
方
財
源
を
安
定
的

に
確
保
す
る
た
め
、
令
和
6
年
度
か
ら
、
国
税
と
し
て
1

人
に
つ
き
年
額
1,
0
0
0
円
を
、
個
人
住
民
税
の
均
等
割

と
併
せ
て
徴
収
す
る
も
の
で
す
。
 

森林環境税とは… 
平成30（2018）年5月に成立した
森林経営管理法を踏まえ、パリ協
定の枠組みの下における我が国の
温室効果ガス排出削減目標の達成
や災害防止等を図るための森林整
備等に必要な地方財源を安定的に
確保する税制。 
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問 □ 答 □ 

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
横
の

「
ふ
れ
あ
い
池
」
の
供
用
廃

止
が
決
ま
っ
た
が
、
決
定
に

至
る
ま
で
の
経
緯
は
。
 

 「
ふ
れ
あ
い
池
」
は
、

平
成
11
年
に
無
料
釣
り
堀
と

し
て
供
用
が
開
始
さ
れ
た
。
 

　
最
も
多
い
と
き
は
、
年
間

1,
3
0
0
人
程
の
利
用
者

が
あ
っ
た
が
、
近
年
で
は
そ

の
1
／
3
程
度
の
利
用
に
ま

で
落
ち
込
ん
で
い
た
。
 

　
町
と
し
て
も
、
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
な
ど
し
て
、
利

用
者
の
拡
大
を
図
っ
た
が
、

大
き
な
成
果
は
見
込
め
な
か

っ
た
。
 

　
ま
た
、
管
理
を
委
託
し
て

い
た
団
体
の
メ
ン
バ
ー
の
高

齢
化
が
進
む
な
ど
、
施
設
を

存
続
し
て
い
く
の
が
困
難
と

な
り
、
廃
止
の
決
定
に
至
っ

た
。
 

利
用
者
の
減
少
か
ら
、
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 長年にわたり親しまれたふれあい池 

賛
否
の
分
か
れ
た
討
論
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
 

教
育
委
員
会
に
お
い
て
対
応
中
 

飯
田
正
志
 

　
本
請
願
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
も
議
会
の
場
で
請
願

や
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
ら

れ
て
お
り
、
毎
月
、
全
員
協

議
会
の
場
に
お
い
て
教
育
委

員
会
の
経
過
報
告
を
受
け
て

き
た
。
 

　
教
育
委
員
会
か
ら
は
、
後

に
な
っ
て
新
た
な
「
重
大
な

事
態
」
の
事
案
が
出
て
こ
な

い
よ
う
、
そ
の
内
容
を
明
確

に
し
た
上
で
対
応
し
た
い
と

の
報
告
を
受
け
て
い
る
。
 

　
教
育
委
員
会
が
対
応
中
の

現
段
階
に
お
い
て
、
議
会
が

請
願
内
容
を
採
択
す
る
べ
き

で
は
な
い
。
 

　
よ
っ
て
、
本
請
願
は
不
採

択
と
す
べ
き
で
あ
る
。
 

反
対
 

過
去
の
事
例
と
矛
盾
な
き
よ
う
に
 

江
幡
満
世
志
 

　
本
請
願
を
不
採
択
と
す
る

な
ら
ば
、
過
去
の
議
会
の
判

断
と
矛
盾
す
る
。
 

　
令
和
2
年
3
月
定
例
会
に

提
出
さ
れ
た
「
不
登
校
重
大

事
態
と
し
て
大
口
町
い
じ
め

問
題
対
策
委
員
会
の
設
置
、

及
び
学
校
事
故
調
査
会
の
設

置
に
関
す
る
請
願
書
」
は
、

即
日
執
行
部
に
送
付
さ
れ
て

い
る
。
 

　
ま
た
、
令
和
3
年
第
3
回

臨
時
会
議
員
提
出
議
案
と
し

て
作
成
さ
れ
た
「
不
登
校
児

童
生
徒
に
対
す
る
支
援
の
強

化
を
求
め
る
要
望
書
」
に
お

い
て
も
、
全
議
員
の
賛
同
の

も
と
、
大
口
町
及
び
大
口
町

教
育
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た

経
緯
が
あ
る
。
 

　
こ
の
二
つ
の
事
実
は
、
今

回
の
請
願
の
主
旨
と
合
致
し

て
お
り
、
本
請
願
を
不
採
択

と
す
る
根
拠
は
見
当
た
ら
な

い
。
 

賛
成
 

　
文
部
科
学
省
に
「
保
護
者

か
ら
の
重
大
事
態
の
訴
え
が

あ
る
と
読
み
取
れ
る
の
で
あ

れ
ば
そ
れ
に
従
っ
て
重
大
事

態
と
し
て
対
処
す
べ
き
」
と

指
導
・
助
言
さ
れ
た
大
口
町

教
育
委
員
会
。
組
織
的
に
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
遵
守
の
意

識
も
な
い
ま
ま
未
だ
に
調
査

も
行
わ
ず
放
置
を
続
け
て
い

る
。
文
部
科
学
省
に
従
い
重

大
事
態
と
し
て
対
応
を
開
始

し
第
三
者
委
員
会
の
設
置
を

求
め
る
請
願
　
　（
不
採
択
） 

請
　
願 

　
今
議
会
に
お
い
て
は
、
賛

否
の
分
か
れ
た
議
案
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
 

　
請
願
・
陳
情
の
提
出
に
は

締
切
日
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
請
願
・
陳
情
の
提
出
を

ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
下
記

提
出
期
限
を
ご
確
認
の
上
、

役
場
議
会
事
務
局
ま
で
ご
提

出
く
だ
さ
い
。
 

※
提
出
期
限
が
土
日
祝
の
閉

庁
日
に
当
た
る
場
合
は
、

そ
の
直
前
の
開
庁
日
を
期

限
と
し
ま
す
。
次
回
、
9

月
定
例
会
へ
の
提
出
期
限

は
8
月
15
日
で
す
。
 

議
　
案 

https://www.town.oguchi.lg.jp/2744.htm 
町ホームページ　⇒　町議会 

⇒　請願、陳情一覧 

請願・陳情の 
審査結果等は 
こちらから 

議員による一般質問 

令和5年6月定例会では4人が一般質問を行いました（持ち時間は1人あたり70分です） 

一般質問とは、町長（執行機関）に対して、町の考え方や町民
生活に関わる大切な内容について問いただすものです。大口
町では年4回の定例会でのみ、一般質問を行うことができます。 

鈴木 和江 
すずき かずえ 

丹羽 勉 
にわ つとむ 

佐名 かよ子 
さな こ 

江幡 満世志 
えばた みつよし 

1年前 の一般質問のその後をお伝えします 

令
和
4
年
6
月
定
例
会
に
て
 

ICT（情報通信技術）を活用した保育
業務支援システムを導入することで
保育士の業務負担が軽減され、保育
の質を向上できると考える。本町保
育園での導入の考えは？ 

佐名かよ子議員の質問 

難病治療で通院する場合、自家用車
が利用できなければタクシー等を利
用することになり、治療費のほかに交
通費も多くかかる。タクシー助成対象
は前年度の所得に対するものであり
急に働けなくなる時点で収入を失う。
所得制限撤廃の考えは？ 

吉田正議員の質問 

保育士から、使いやすさなどの意見を聞き選定
したシステムを、令和5年度中に導入予定。 
質問者の満足度 

システム導入後は、大幅な業務負担の軽減が
図られると思われます。一層保育の質 
の向上に期待いたします。 

所得制限の撤廃はしていないが、障がいや難病
が原因で収入の見込みがなくなった方について
は、直近の収入で判断し助成対象となるよう要
綱改正済み。令和5年4月1日から施行。 
質問者の満足度 

まずは一歩前進。これで終わりではなく、所得
制限撤廃に向けて、更なる検討をして 
いただきたい。 

にっこり 

もう一歩 

ふ
れ
あ
い
池
廃
止
の
経
緯
は
 

請
願
・
陳
情
提
出
の
 

締
切
期
限
に
つ
い
て
 

ふ
れ
あ
い
池
を
廃
止
 

（
大
口
町
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正
） 

上程する定例会 

3月定例会 

6月定例会 

9月定例会 

12月定例会 

提出期限 

2月15日 

5月15日 

8月15日 

11月15日 

町政を問う町政を問う町政を問う

追�跡！追�跡！追�跡！ あれからどうなった？

議員名 これらを問いました 

○地域自治組織　その役割は 
◎本町の学校給食の現状は 
○いきいきカード　その活用は 

○消防団の現状　その見直しは 
○津波の認識は 
◎禁煙と健康改善をするために 

○地域活動のデジタル活用は 
◎交差点を改良　右折帯の設置を 

○免許返納者への証明書交付手数料補助は 
◎補聴器購入助成制度を 
○保育士の配置基準改善を 
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問 □ 答 □ 

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
横
の

「
ふ
れ
あ
い
池
」
の
供
用
廃

止
が
決
ま
っ
た
が
、
決
定
に

至
る
ま
で
の
経
緯
は
。
 

 「
ふ
れ
あ
い
池
」
は
、

平
成
11
年
に
無
料
釣
り
堀
と

し
て
供
用
が
開
始
さ
れ
た
。
 

　
最
も
多
い
と
き
は
、
年
間

1,
3
0
0
人
程
の
利
用
者

が
あ
っ
た
が
、
近
年
で
は
そ

の
1
／
3
程
度
の
利
用
に
ま

で
落
ち
込
ん
で
い
た
。
 

　
町
と
し
て
も
、
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
な
ど
し
て
、
利

用
者
の
拡
大
を
図
っ
た
が
、

大
き
な
成
果
は
見
込
め
な
か

っ
た
。
 

　
ま
た
、
管
理
を
委
託
し
て

い
た
団
体
の
メ
ン
バ
ー
の
高

齢
化
が
進
む
な
ど
、
施
設
を

存
続
し
て
い
く
の
が
困
難
と

な
り
、
廃
止
の
決
定
に
至
っ

た
。
 

利
用
者
の
減
少
か
ら
、
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 長年にわたり親しまれたふれあい池 

賛
否
の
分
か
れ
た
討
論
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
 

教
育
委
員
会
に
お
い
て
対
応
中
 

飯
田
正
志
 

　
本
請
願
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
も
議
会
の
場
で
請
願

や
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
ら

れ
て
お
り
、
毎
月
、
全
員
協

議
会
の
場
に
お
い
て
教
育
委

員
会
の
経
過
報
告
を
受
け
て

き
た
。
 

　
教
育
委
員
会
か
ら
は
、
後

に
な
っ
て
新
た
な
「
重
大
な

事
態
」
の
事
案
が
出
て
こ
な

い
よ
う
、
そ
の
内
容
を
明
確

に
し
た
上
で
対
応
し
た
い
と

の
報
告
を
受
け
て
い
る
。
 

　
教
育
委
員
会
が
対
応
中
の

現
段
階
に
お
い
て
、
議
会
が

請
願
内
容
を
採
択
す
る
べ
き

で
は
な
い
。
 

　
よ
っ
て
、
本
請
願
は
不
採

択
と
す
べ
き
で
あ
る
。
 

反
対
 

過
去
の
事
例
と
矛
盾
な
き
よ
う
に
 

江
幡
満
世
志
 

　
本
請
願
を
不
採
択
と
す
る

な
ら
ば
、
過
去
の
議
会
の
判

断
と
矛
盾
す
る
。
 

　
令
和
2
年
3
月
定
例
会
に

提
出
さ
れ
た
「
不
登
校
重
大

事
態
と
し
て
大
口
町
い
じ
め

問
題
対
策
委
員
会
の
設
置
、

及
び
学
校
事
故
調
査
会
の
設

置
に
関
す
る
請
願
書
」
は
、

即
日
執
行
部
に
送
付
さ
れ
て

い
る
。
 

　
ま
た
、
令
和
3
年
第
3
回

臨
時
会
議
員
提
出
議
案
と
し

て
作
成
さ
れ
た
「
不
登
校
児

童
生
徒
に
対
す
る
支
援
の
強

化
を
求
め
る
要
望
書
」
に
お

い
て
も
、
全
議
員
の
賛
同
の

も
と
、
大
口
町
及
び
大
口
町

教
育
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た

経
緯
が
あ
る
。
 

　
こ
の
二
つ
の
事
実
は
、
今

回
の
請
願
の
主
旨
と
合
致
し

て
お
り
、
本
請
願
を
不
採
択

と
す
る
根
拠
は
見
当
た
ら
な

い
。
 

賛
成
 

　
文
部
科
学
省
に
「
保
護
者

か
ら
の
重
大
事
態
の
訴
え
が

あ
る
と
読
み
取
れ
る
の
で
あ

れ
ば
そ
れ
に
従
っ
て
重
大
事

態
と
し
て
対
処
す
べ
き
」
と

指
導
・
助
言
さ
れ
た
大
口
町

教
育
委
員
会
。
組
織
的
に
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
遵
守
の
意

識
も
な
い
ま
ま
未
だ
に
調
査

も
行
わ
ず
放
置
を
続
け
て
い

る
。
文
部
科
学
省
に
従
い
重

大
事
態
と
し
て
対
応
を
開
始

し
第
三
者
委
員
会
の
設
置
を

求
め
る
請
願
　
　（
不
採
択
） 

請
　
願 

　
今
議
会
に
お
い
て
は
、
賛

否
の
分
か
れ
た
議
案
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
 

　
請
願
・
陳
情
の
提
出
に
は

締
切
日
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
請
願
・
陳
情
の
提
出
を

ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
下
記

提
出
期
限
を
ご
確
認
の
上
、

役
場
議
会
事
務
局
ま
で
ご
提

出
く
だ
さ
い
。
 

※
提
出
期
限
が
土
日
祝
の
閉

庁
日
に
当
た
る
場
合
は
、

そ
の
直
前
の
開
庁
日
を
期

限
と
し
ま
す
。
次
回
、
9

月
定
例
会
へ
の
提
出
期
限

は
8
月
15
日
で
す
。
 

議
　
案 

https://www.town.oguchi.lg.jp/2744.htm 
町ホームページ　⇒　町議会 

⇒　請願、陳情一覧 

請願・陳情の 
審査結果等は 
こちらから 

議員による一般質問 

令和5年6月定例会では4人が一般質問を行いました（持ち時間は1人あたり70分です） 

一般質問とは、町長（執行機関）に対して、町の考え方や町民
生活に関わる大切な内容について問いただすものです。大口
町では年4回の定例会でのみ、一般質問を行うことができます。 

鈴木 和江 
すずき かずえ 

丹羽 勉 
にわ つとむ 

佐名 かよ子 
さな こ 

江幡 満世志 
えばた みつよし 

1年前 の一般質問のその後をお伝えします 

令
和
4
年
6
月
定
例
会
に
て
 

ICT（情報通信技術）を活用した保育
業務支援システムを導入することで
保育士の業務負担が軽減され、保育
の質を向上できると考える。本町保
育園での導入の考えは？ 

佐名かよ子議員の質問 

難病治療で通院する場合、自家用車
が利用できなければタクシー等を利
用することになり、治療費のほかに交
通費も多くかかる。タクシー助成対象
は前年度の所得に対するものであり
急に働けなくなる時点で収入を失う。
所得制限撤廃の考えは？ 

吉田正議員の質問 

保育士から、使いやすさなどの意見を聞き選定
したシステムを、令和5年度中に導入予定。 
質問者の満足度 

システム導入後は、大幅な業務負担の軽減が
図られると思われます。一層保育の質 
の向上に期待いたします。 

所得制限の撤廃はしていないが、障がいや難病
が原因で収入の見込みがなくなった方について
は、直近の収入で判断し助成対象となるよう要
綱改正済み。令和5年4月1日から施行。 
質問者の満足度 

まずは一歩前進。これで終わりではなく、所得
制限撤廃に向けて、更なる検討をして 
いただきたい。 

にっこり 

もう一歩 

ふ
れ
あ
い
池
廃
止
の
経
緯
は
 

請
願
・
陳
情
提
出
の
 

締
切
期
限
に
つ
い
て
 

ふ
れ
あ
い
池
を
廃
止
 

（
大
口
町
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正
） 

上程する定例会 

3月定例会 

6月定例会 

9月定例会 

12月定例会 

提出期限 

2月15日 

5月15日 

8月15日 

11月15日 

町政を問う町政を問う町政を問う

追�跡！追�跡！追�跡！ あれからどうなった？

議員名 これらを問いました 

○地域自治組織　その役割は 
◎本町の学校給食の現状は 
○いきいきカード　その活用は 

○消防団の現状　その見直しは 
○津波の認識は 
◎禁煙と健康改善をするために 

○地域活動のデジタル活用は 
◎交差点を改良　右折帯の設置を 

○免許返納者への証明書交付手数料補助は 
◎補聴器購入助成制度を 
○保育士の配置基準改善を 
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問

問答

答問

問答問答

答

問答

問

答

問

答

問

問答 答

本町の学校給食の現状は 
栄養価の高い有機野菜を取り入れて 

禁煙と健康改善をするために 
禁煙外来診療補助金制度の導入は 

●
地
域
自
治
組
織 

そ
の
役
割
は 

昨
年
そ
の
運
営
方
法
が

大
き
く
見
直
さ
れ
た
が
、
そ

の
後
の
地
域
自
治
組
織
の
活

動
状
況
は
。
 

 現
在
、
各
地
域
で
必
要

と
す
る
事
業
展
開
に
向
け
、

区
長
を
交
え
た
協
議
を
し
始

め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 

　
新
た
な
地
域
福
祉
向
上
事

業
と
し
て
、
希
薄
に
な
り
つ

つ
あ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
性
化
を
図
る
た
め
、
地
域

の
み
な
さ
ま
が
、
犬
の
散
歩

の
つ
い
で
、
買
い
物
の
つ
い

で
等
、
普
段
の
生
活
か
ら
地

域
に
目
を
向
け
て
も
ら
え
る

『
つ
い
で
パ
ト
ロ
ー
ル
』
の

検
討
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
  

南
地
域
自
治
組
織
事
務

所
が
入
っ
て
い
る
建
屋
が
他

地
域
に
比
べ
手
狭
で
、
多
数

が
集
ま
る
際
、
苦
慮
し
て
い

る
。
今
後
の
行
政
の
対
策
は
。
 

 今
の
事
務
所
を
利
用
す

る
に
至
っ
た
経
緯
、
事
務
所

と
し
て
整
備
し
て
間
も
な
い

こ
と
、
ま
た
現
事
務
所
は
南

地
域
の
中
心
部
に
あ
り
利
便

性
が
高
い
こ
と
を
考
え
る
と
、

や
む
を
得
な
い
と
考
え
て
い

る
。
町
内
に
は
他
施
設
も
あ

る
の
で
、
そ
ち
ら
も
併
用
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。
 

 

●
消
防
団
の
現
状 

そ
の
見
直
し
は 

本
町
及
び
近
隣
市
町
の

状
況
と
新
団
員
確
保
の
対
策

は
。
  本

町
の
団
員
数
は
条
例

定
数
1
0
7
名
に
対
し
、
現

在
は
81
名
だ
が
、
人
口
割
で

は
手
厚
い
団
員
数
と
な
っ
て

い
る
。
 

　
団
員
確
保
は
全
国
的
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
本
町
で

は
確
保
に
向
け
て
広
報
紙
で

の
呼
び
か
け
や
、
行
政
区
へ

の
依
頼
、
イ
ベ
ン
ト
・
行
事

で
の
募
集
を
行
っ
て
い
る
が
、

即
時
的
な
成
果
に
は
繋
が
っ

て
い
な
い
。
 

 消
防
団
O
B
を
支
援
団

員
と
す
る
考
え
は
。
 

 事
故
発
生
時
の
責
任
所

在
の
課
題
も
あ
り
、
今
の
と

こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
支
援
を
希
望
し

て
い
た
だ
け
る
方
が
み
え
た

場
合
は
、
再
入
団
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
。
 

 消
防
団
は
行
政
区
に
根

付
い
て
い
る
。
行
政
区
・
消

防
団
の
見
直
し
の
時
期
が
き

て
い
る
の
で
は
。
 

 消
防
団
は
非
常
時
の
み

な
ら
ず
行
政
区
の
行
事
で
も

活
躍
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

し
か
し
、
分
団
に
よ
っ
て
は

定
員
割
れ
も
あ
る
た
め
、
今

後
は
行
政
区
間
で
総
合
的
に

協
力
す
る
体
制
づ
く
り
が
必

要
と
考
え
る
。
 

●
津
波
の
認
識
は 

津
波
に
対
す
る
本
町
の

認
識
と
対
策
は
。
 

 本
町
は
愛
知
県
が
定
め

る
津
波
災
害
指
定
区
域
で
は

な
い
た
め
、
現
在
は
対
策
を

と
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

津
波
災
害
警
戒
区
域
に
指
定

さ
れ
た
地
域
か
ら
の
避
難
者

受
入
れ
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、

愛
知
県
が
検
討
し
て
い
る
応

援
・
受
援
市
町
村
の
マ
ッ
チ

ン
グ
に
基
づ
く
飛
島
村
と
応

援
、
受
援
に
つ
い
て
調
整
し

て
い
く
。
 

　「
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

に
は
『
津
波
・
高
潮
・
液
状

化
』
に
つ
い
て
説
明
を
記
載

し
て
い
る
の
で
、
確
認
し
て

欲
し
い
。
 

 ●
禁
煙
外
来
治
療 

補
助
金
は 

禁
煙
外
来
活
用
の
効
果

と
そ
の
治
療
に
対
す
る
補
助

金
は
。
 

 

禁
煙
外
来
の
効
果
は
、

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
と
禁
煙
治
療
で
5
回
の

診
療
全
て
を
受
け
た
人
は
、

治
療
終
了
時
で
約
75
%
、
治

療
終
了
9
カ
月
後
で
約
50
の

人
が
禁
煙
に
成
功
し
て
い
る

と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
 

　
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
禁

煙
治
療
は
保
険
適
用
さ
れ
て

お
り
、
自
己
負
担
3
割
の
場

合
5
回
の
診
療
費
用
は
1
万

3
千
円
〜
2
万
円
程
度
で
、

治
療
期
間
中
に
1
日
1
箱
た

ば
こ
を
吸
い
続
け
る
金
額
と

同
程
度
に
な
る
。
以
降
の
た

ば
こ
代
も
か
か
ら
な
く
な
る

こ
と
か
ら
も
、
治
療
費
の
自

己
負
担
分
は
ご
自
身
で
負
担

を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
、

今
の
と
こ
ろ
町
か
ら
の
補
助

に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。
 

 

●
い
き
い
き
カ
ー
ド 

そ
の
活
用
は 

い
き
い
き
カ
ー
ド
の
年

間
使
用
回
数
は
。
ま
た
、
こ

の
カ
ー
ド
は
毎
年
更
新
を
求

め
ら
れ
る
が
、
そ
の
目
的
と

必
要
性
を
問
う
。
 

 健
康
増
進
・
介
護
予
防

を
目
的
と
し
て
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
及
び
オ
ー
ク

マ
温
水
プ
ー
ル
の
利
用
助
成

を
行
っ
て
い
る
。
使
用
数
は

高
齢
者
一
人
あ
た
り
年
約
48

回
。
障
が
い
を
お
持
ち
の
方

は
一
人
あ
た
り
年
約
19
回
。
 

　
毎
年
更
新
の
目
的
は
、
介

護
予
防
策
の
一
環
で
運
動
意

欲
の
あ
る
方
の
人
数
把
握
と

住
所
確
認
や
安
否
確
認
要
素

も
含
ん
で
い
る
。
 

 

●
学
校
給
食
の
今 

全
国
に
は
有
機
野
菜
を

給
食
に
使
わ
れ
る
自
治
体
が

あ
る
が
、
流
通
的
に
も
金
銭

的
に
も
厳
し
い
問
題
は
あ
る

と
思
う
が
、
せ
め
て
使
用
頻

度
の
高
い
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
玉

ネ
ギ
、
ニ
ン
ジ
ン
だ
け
で
も

取
り
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。
 

 

有
機
野
菜
の
使
用
は
安

定
供
給
及
び
価
格
の
面
で
難

し
い
。
ま
た
、
虫
食
い
等
を

取
り
除
く
作
業
は
非
常
に
手

間
が
か
か
る
。
既
に
使
用
し

て
い
る
自
治
体
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
導
入
に
あ
た
っ
て

は
慎
重
に
調
査
を
進
め
て
い

き
た
い
。
 

 学
校
給
食
に
対
す
る
小

学
生
、
中
学
生
の
意
見
や
感

想
は
。
 

 令
和
2
年
に
小
学
生
、

中
学
生
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。
 

　
今
後
も
本
町
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
運
営
委
員
会
や
保
護

者
試
食
会
を
通
じ
て
、
様
々

な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
お
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し
く
か
つ
栄
養
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
給
食
を

提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
参

り
た
い
。
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狭
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問
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交差点に右折帯設置を 
県道小口名古屋線渋滞緩和できないか 

補聴器購入助成制度導入を 
重度に限らず中等度難聴者にも助成せよ 

●
地
域
活
動
の 

デ
ジ
タ
ル
活
用
は 

D
X
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

を
区
会
等
地
域
活
動
に
推
進

し
て
い
く
こ
と
は
有
効
と
考

え
る
。
ま
た
、
小
牧
市
で
は

市
内
地
区
8
か
所
を
モ
デ
ル

地
区
に
指
定
し
「
結
ネ
ッ
ト
」

実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る
と

聞
く
。
本
町
の
認
識
と
見
解

は
。
  地

域
活
動
に
携
わ
る
方

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に

も
、
地
域
活
動
を
効
率
化
し
、

効
果
を
高
め
る
手
段
と
し
て
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て

い
く
こ
と
は
、
有
効
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
 

 

本
町
内
の
一
部
区
会
で

デ
ジ
タ
ル
活
用
を
し
て
い
る

と
の
こ
と
。
活
用
に
至
る
経

緯
と
実
情
は
。
ま
た
今
後
、

地
域
活
動
に
お
け
る
デ
ジ
タ

ル
化
の
推
進
は
。
 

 本
町
内
で
は
余
野
区
と

中
小
口
区
で
導
入
し
て
お
り
、

い
ず
れ
も
区
会
独
自
で
管
理

運
営
を
し
て
い
る
。
 

　
区
内
活
動
に
お
い
て
「
雨

天
に
よ
る
事
業
中
止
の
お
知

ら
せ
を
事
前
に
で
き
な
い
か
」

や
、
「
施
設
備
品
を
使
用
し

会
議
を
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
に
で

き
な
い
か
」
と
の
声
か
ら
立

ち
上
げ
た
と
聞
い
て
い
る
。
 

　
現
在
で
は
「
作
業
が
大
変

ラ
ク
に
な
っ
た
」
と
の
声
が

あ
が
っ
て
い
る
。
 

　
今
後
、
効
果
を
み
て
他
行

政
区
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
の
機
会

を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

 

●
免
許
返
納
者
へ
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手
数
料
補
助
は 

運
転
免
許
証
返
納
後
、

「
身
分
証
が
な
い
」
と
の
声

か
ら
導
入
さ
れ
た
運
転
経
歴

証
明
書
。
そ
の
交
付
手
数
料

と
本
町
の
免
許
返
納
者
へ
の

支
援
は
。
 

 現
在
交
付
手
数
料
は

1,
1
0
0
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。
各
自
治
体

で
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支

援
制
度
を
設
置
し
て
お
り
、

本
町
で
は
70
歳
以
上
で
返
納

後
1
年
以
内
に
申
請
さ
れ
た

方
に
、
大
口
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
回
数
券
2
冊
（
1
冊

1,
0
0
0
円
）
を
支
援
し

て
い
る
。
 

 他
自
治
体
で
は
5,
0
 

0
0
円
ほ
ど
支
援
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。
交
付
手
数

料
実
費
分
を
も
ら
っ
た
ほ
う

が
公
平
で
良
い
の
は
。
 

 

自
主
返
納
は
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
の
た
め
で
あ

り
支
援
を
競
う
も
の
で
は
な

い
。
本
町
で
は
現
状
維
持
と

考
え
て
い
る
。
 

 

●
補
聴
器
購
入 

求
む
助
成
制
度 

加
齢
性
難
聴
に
対
し
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O
で
は
中
等
度
か
ら
の

補
聴
器
装
着
を
推
奨
し
て
い

る
。
国
は
重
度
難
聴
に
対
し

て
は
助
成
し
て
い
る
が
、
中

等
程
度
へ
の
助
成
を
始
め
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
。
本
町

の
見
解
は
。
 

 補
聴
器
の
機
種
も
多
種

に
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る
。
難
聴
が
あ
る
と
、

他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
取
り
づ
ら
さ
か
ら
社

会
と
の
関
わ
り
が
減
少
す
る

た
め
、
補
聴
器
の
有
効
性
は

理
解
し
て
い
る
。
 

　
個
人
差
は
あ
る
も
の
の
、

加
齢
に
よ
る
聴
力
機
能
の
低

下
は
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う

る
こ
と
。
 

　
町
と
し
て
は
、
ま
ず
は
加

齢
性
難
聴
の
原
因
と
な
る
生

活
習
慣
病
予
防
、
重
症
化
予

防
に
努
め
て
い
き
た
い
。
 

 

●
保
育
士
の 

配
置
基
準
改
善
を 

本
町
の
保
育
士
配
置
の

現
状
は
。
 

 本
町
の
基
準
は
、
1
歳

児
ク
ラ
ス
に
お
い
て
国
の
基

準
園
児
6
人
に
1
人
を
5
人

に
1
人
に
し
て
い
る
。
 

　
ま
た
、
保
育
士
の
負
担
軽

減
の
た
め
、
お
む
つ
の
廃
棄

処
分
や
園
舎
清
掃
の
委
託
等

を
行
い
、
保
育
士
本
来
の
業

務
に
集
中
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
る
。
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ら
に
、
今
年
秋
か
ら
導

入
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れ
る
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化
に
よ
り
、

業
務
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担
が
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る
こ
と
を
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る
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場
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の
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遂
行
に
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当

に
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が
下
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る
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保
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士
増
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に
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て
の

本
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の
取
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組
み
は
。
 

 保
育
士
の
人
材
確
保
に

は
苦
慮
し
て
い
る
。
 

　
保
育
士
養
成
の
大
学
や
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門
学
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の
定
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割
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も
あ
る

中
で
、
学
生
の
う
ち
か
ら
ア

プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
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め
に
、

学
校
と
の
連
携
を
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る
他
、

学
生
保
育
体
験
の
場
を
提
供

し
、
大
口
町
の
魅
力
を
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
る
。
 

　
ま
た
、
必
要
に
応
じ
、
フ
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ー
の
保
育
士
の
充
実
も
図

っ
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参
り
た
い
。
 

 

●
交
差
点
の
改
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右
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県
道
小
口
名
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線
下

小
口
五
丁
目
の
交
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点
の
渋

滞
、
混
雑
状
況
は
。
ま
た
、

そ
の
理
由
は
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 こ
の
県
道
は
、
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は
愛

岐
大
橋
に
繋
が
り
、
工
場
も

多
い
こ
と
か
ら
ト
ラ
ッ
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の

交
通
量
が
多
い
道
で
あ
る
。

岐
阜
県
側
か
ら
国
道
41
号
線

に
出
て
高
速
道
路
を
利
用
す

る
た
め
に
は
、
こ
の
交
差
点

を
右
折
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
右
折
レ
ー
ン
が
な
い
。
 

　
交
通
量
調
査
に
お
い
て
も

さ
く
ら
病
院
側
で
3
8
0
m
、

オ
ー
ク
マ
側
で
2
8
0
m
の

渋
滞
発
生
が
確
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さ
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。
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い
て
も

さ
く
ら
病
院
側
で
3
8
0
m
、

オ
ー
ク
マ
側
で
2
8
0
m
の

渋
滞
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
  

「
愛
知
県
道
路
交
通
渋

滞
対
策
推
進
協
議
会
」
に
対

し
、
こ
の
現
状
は
届
い
て
い

る
の
か
。
 

 令
和
4
年
7
月
に
小
牧

犬
山
エ
リ
ア
の
第
1
回
会
合

が
開
か
れ
、
現
状
の
把
握
と

対
策
等
の
検
討
が
議
題
と
し

て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
次
回

は
令
和
5
年
7
月
に
開
催
予

定
で
あ
る
。
 

 

渋
滞
緩
和
に
向
け
た
本

町
の
改
善
策
を
問
う
。
 

 町
内
で
は
現
在
、
上
小

口
交
差
点
（
バ
ロ
ー
大
口
店

南
）
の
右
折
工
事
が
進
行
中

で
あ
る
。
 

　
引
き
続
き
渋
滞
緩
和
に
向

け
て
国
と
県
に
働
き
か
け
て

い
く
が
、
当
面
は
青
信
号
時

間
を
長
く
す
る
等
の
対
応
を
、

関
係
機
関
と
の
調
整
を
図
っ

て
参
り
た
い
。
 

 

右折車によって常時渋滞が発生する下小口五丁目交差点 

地域ICTプラットフォームサ
ービスで地域運営組織や各種
団体において電子回覧板や災
害時の安否確認システムとし
て活用できるアプリのこと 

結（ゆい）ネット 
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を考えていきたい。そして、町民のみなさんにもっとコミュニ
ティバスを利用していただき、その運用に対してご意見を聴く
機会を増やして参りたい。 

町長から 

まずは早期発見。わたしも突発性難聴を発症し補聴器を
使用しているが、「そのうち治るだろう」と過信したこ
とが要因のひとつだと思っている。変だと思ったらすぐ
に受診して欲しい。 

町長から 

���問��一 般 質 問　佐名 かよ子 議員 

令和5年6月定例会 
一般質問（鈴木議員） 

���問��一 般 質 問　江幡 満世志 議員 

令和5年6月定例会 
一般質問（江幡議員） 
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議会
あれこれ

●
今
年
2
月
26
日
に
開
会
し

た
「
お
お
ぐ
ち
町
民
一
日
議

会（
町
制
60
周
年
記
念
事
業
）」

に
お
い
て
、
自
ら
の
体
験
を

踏
ま
え
、
英
語
へ
の
思
い
や

大
口
町
の
英
語
教
育
に
対
す

る
考
え
を
発
言
し
た
鈴
木
妙

子
さ
ん
。
 

　
そ
の
中
で
「
町
内
に
住
む

英
語
が
堪
能
な
方
々
や
町
内

在
住
、
在
勤
の
外
国
の
方
々

に
小
中
学
校
の
英
語
教
育
に

ご
参
画
い
た
だ
い
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
英
語
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
や
歌
、
手

遊
び
、
ゲ
ー
ム
、
会
話
な
ど

を
行
え
ば
、
子
ど
も
た
ち
が

英
語
を
よ
り
身
近
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
」
と
提
案
し
て
い
ま
し
た
。
 　

そ
れ
に
対
し
、
執
行
部
は
、

「
学
校
現
場
に
お
い
て
、
英

語
を
専
門
と
す
る
教
員
は
不

足
し
て
お
り
、
鈴
木
さ
ん
か

ら
の
ご
提
案
は
大
変
あ
り
が

た
く
、
ぜ
ひ
お
力
添
え
を
賜

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

　
一
度
学
校
現
場
に
投
げ
か

け
て
、
協
議
の
場
を
設
け
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。
」
と
回
答
し
て
い
ま

し
た
。
 

　
今
回
、
北
小
学
校
の
協
力

の
も
と
、
提
案
が
実
現
。
給

食
の
時
間
に
、
校
内
放
送
を

利
用
し
て
届
け
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
 

　
鈴
木
さ
ん
は
ニ
ッ
ク
ネ
ー

ム
L
y
n
n
（
リ
ン
）
を
名

乗
り
、
高
校
生
の
と
き
の
留

学
先
で
あ
る
ア
リ
ゾ
ナ
州
で

の
体
験
を
、
易
し
い
単
語
と

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
と
写
真
を
使

い
な
が
ら
、
全
て
英
語
で
説

明
し
、
最
後
は
英
語
の
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
し
た
。
 

　
子
ど
も
た
ち
は
「
知
っ
て

い
る
単
語
だ
」、「
発
音
が
き

れ
い
」
と
、
聞
い
て
い
ま
し

た
。
 

　
今
後
も
、
町
民
、
学
校
、

地
域
が
連
携
し
て
子
ど
も
た

ち
を
支
え
よ
う
と
す
る
想
い

を
、
応
援
し
て
い
く
所
存
で

す
。
 

　
新
人
議
員
8
人
は
一
部
事

務
組
合
の
施
設
研
修
に
参
加

し
ま
し
た
。
 

　
愛
北
広
域
事
務
組
合
で
は
、

下
水
・
排
水
の
処
理
状
況
、

ま
た
そ
の
安
全
対
策
や
環
境

配
慮
、
管
理
体
制
な
ど
を
拝

見
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
江
南

丹
羽
環
境
管
理
組
合
で
は
、

各
市
町
で
の
排
出
さ
れ
る
ご

み
の
処
理
や
そ
の
現
状
や
今

後
の
新
た
な
方
針
、
丹
羽
広

域
事
務
組
合
水
道
部
で
は
上

水
を
活
用
し
た
新
た
な
シ
ス

テ
ム
、
ま
た
消
防
本
部
で
は

防
災
や
緊
急
時
の
対
応
や
地

域
の
皆
様
へ
の
安
心
安
全
に

繋
が
る
取
り
組
み
な
ど
、
大

変
学
び
の
深
い
研
修
と
な
り

ま
し
た
。
 

　
私
た
ち
が
普
段
当
た
り
前

だ
と
思
う
よ
う
な
取
組
で
あ

っ
て
も
、
こ
う
し
た
方
々
が

し
っ
か
り
と
平
時
か
ら
地
域

の
た
め
に
ご
尽
力
頂
い
て
い

る
事
を
再
認
識
で
き
、
私
た

ち
新
人
議
員
も
身
が
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。
 

　
大
口
町
議
会
は
各
種
組
合

と
し
っ
か
り
と
連
携
を
取
り

な
が
ら
、
更
に
一
歩
進
ん
だ
、

よ
り
良
い
大
口
町
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。
 

新
人
議
員
の
船
出 

愛北広域事務組合での現場視察の様子 

江南丹羽環境管理組合にて 

放送室で準備をする鈴木さん（左）と伊左治校長 

英語で留学先の紹介する様子 

鈴木さんの英語を聞きながら給食を食べる児童たち 

令和4年度 

政務活動費 
実績報告 

各議員の使途詳細等は、議会のホームページに掲載しています。 ○ 

氏　名 支出内容 

吉田　正 

江幡満世志 

佐名かよ子 

丹羽　勉 

合　　　　　　　　　計  

交付額 

16,560 

7,840 
24,350 

18,700 

24,210 

91,660

支出額 

16,560 

32,190 

18,700 

24,210

支出内訳 

資料購入費 

資料購入費 
広聴費 

資料購入費 

資料購入費 

16,560 

7,840 
24,350 

18,700 

24,210

「原水協通信」、「住民と自治」、「全国革新懇ニュース」、
商工新聞 

愛知民報「議会と自治体」、「資本論の中の未来社会論」 
封筒印刷代 

ゼンリン住宅地図（丹羽郡） 

ゼンリン住宅地図（丹羽郡）、地方議会人購読料（1年） 

https://www.town.oguchi.lg.jp/4580.htm

各議員の政務活動費の使いみち（令和4年4月～5年3月） 単位：円 

摘要 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

合　　　　　　　　　計  

支出額（円） 

1,850 

2,750 

5,000 

1,800 

1,850 

5,000 

10,000 

5,000 

33,250

支出日 

5月 9日 

5月23日 

6月10日 

7月 7日 

9月 7日 

10月28日 

1月19日 

1月27日 

分類 

弔慰 

その他 

その他 

その他 

弔慰 

その他 

祝儀 

弔慰 

江南市議会河合議員弔電 

副議長（100枚）名刺 

あいち平和行進協賛金 

議長（100枚）名刺 

船戸議員実妹弔電 

愛知県原水爆被災者の会協賛金 

丹羽JC賀詞交歓例会 

故船戸議員逝去に伴う供花（議場） 

大口町議会 政務活動費 

　政務活動費は、地方議会の議員に調査研究等の活動のために交付され
る費用で、大口町議会では実費後払い方式により各議員に年間6万円を
限度に交付しています。 
　政務活動費の適正な使用と使途の透明性を高めるため、議員の責務、
議長の調査権、情報公開の規定等を条例で定めています。 

令和4年度 

議長交際費 
の使いみち 

　議長には年間15万円の交際費の使用が認められており、使い道は町
長の交際費支出基準に準じたものとなっています。 
　令和4年度に支出した内容は次のとおりです。 

※その他の議員については、支出はありませんでした。 

「
英
語
の
楽
し
さ
伝
え
た
い
」 
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長の交際費支出基準に準じたものとなっています。 
　令和4年度に支出した内容は次のとおりです。 

※その他の議員については、支出はありませんでした。 

「
英
語
の
楽
し
さ
伝
え
た
い
」 
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新体制が始動！ 
よろしくお願いします！新しい議員です！ 
一　般　質　問 

本町の学校給食の現状は 
禁煙と健康改善をするために 
交差点に右折帯設置を 
補聴器購入助成制度導入を 

政務活動費実績報告・議長交際費の使いみち 

2～3 
4～5 

9～13 
10 
11 
12 
13 
15
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議会だより 議会だより 

会議録が閲覧できます 
https://www.town.oguchi.lg.jp

/2741.htm

9月定例会予定 
9月 1日（金） 開会・提案説明 
9月 6日（水） 一般質問 
9月 7日（木） 一般質問 
9月11日（月） 議案質疑 
9月12日（火） 議案質疑・委員会付託 
9月14日（木） 文教福祉常任委員会 
9月19日（火） 総務建設常任委員会 
9月25日（月） 討論・採決・閉会 
※日程は、変更になる場合があります。 
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大口町議会 
ホームページ 
大口町議会 

ホームページ 

　令和5年5月20日に、町制60周年を記念して作られた役場

南ひろばで行われました芝張りの模様です。芝を中央約

3,000平方メートルに、保育園児と保護者の皆様と一緒に張

りました。緑あふれる芝生でのびのびと遊んでいただきたい

と思います。 

表紙写真の説明概要 
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まちかどインタビュー まちかどインタビュー 
　まちかどインタビューでは、毎号大口町民のみなさまから「これからの大口町に期待すること」に
ついて一言を書いていただき、その思い（または理由）を伺います。その内容については、住民の声
として今後の議会活動の参考にいたします。 

　若い子たちの技術教育支援の充実を、働き始
めた社員への給与支援をして欲しい。若い子た
ちが大口町で働き続けたいと思えるようにして
欲しい。 

（大塚さん　秋田区） 

　小学生・中学生の通学路の安全な環境を整え
て欲しい。子どもたちがのびのびと成長できる
ように、行政・学校・保護者が協働できる大口
町を目指して欲しい。 
（服部さん、日高さん、高木さん　北小学校PTA） 

～大口町に期待することは？～ 

【表紙写真】役場南ひろばに芝張りをしました！ 【表紙写真】役場南ひろばに芝張りをしました！ 

6 月
定

例
会

 N
o.2

3
7

令
和

5
年

7
月

2
0

日
 

No.237
令和5年7月20日 

発行：愛知県大口町議会 

おおぐち議会だより　No.237
令和5年7月20日発行 16




